
不変山 永寿院 

   

十
羅
刹
女
と
鬼
子
母
神
の
陀
羅
尼
呪
① 

  

「
伊
提
履 

伊
提
泯 

伊
提
履 

阿
提
履 

伊
提
履
」 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２5 年   

令和 7 年 乙巳  

11月   日   

友引 奎 

旧 9 月 13 日   

土曜    1 

十
羅
刹
女
と
鬼
子
母
神
の
十
九
の
呪
を
紹
介
し
ま
す
。 

①
伊
提
履(

い
で
び)…

｢

是
に
於
い
て｣

と
訳
し
、
こ
の
人
つ

ま
り
凡
夫
の
た
め
の
教
え
と
い
う
こ
と
で
す
。 

②
伊
提
泯(
い
で
び
ん)…

｢

斯
に
於
い
て｣

と
訳
し
、
こ
の
場
所

つ
ま
り
娑
婆
世
界
の
教
え
と
い
う
こ
と
で
す
。 

③
伊
提
履(

い
で
び)…

①｢

伊
提
履｣

の
繰
り
返
し
で
す
。 

④
阿
提
履(

あ
で
び)…

｢
民
に
於
い
て｣

と
訳
し
、
一
切
衆
生

の
た
め
の
教
え
と
い
う
こ
と
で
す
。 

⑤
伊
提
履(

い
で
び)…

①
③｢
伊
提
履｣

の
繰
り
返
し
で
す
。 

妙
法
蓮
華
経
陀
羅
尼
品
第
二
十
六 

 じ
ゅ
う
ら
せ
つ
に
ょ 

き
し
も 

じ
ん 

 

だ 

ら 

に 

し
ゅ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

日   

 先負 婁 

旧 9 月 14 日   

日曜    2 

⑥
泥
履(

で
び)…

｢

無
我｣

と
訳
し
、
自
己
に
囚
わ
れ
る
こ
と

を
捨
て
る
と
い
う
こ
と
。
自
己
に
囚
わ
れ
な
け
れ
ば

周
囲
に
影
響
さ
れ
ず
自
由
に
な
れ
る
の
で
す
。 

⑦
泥
履 

⑧
泥
履 

⑨
泥
履 

⑩
泥
履 

 

 

大
事
な
こ
と
な
の
で
繰
り
返
さ
れ
ま
す
。 

⑪
楼
醯(

ろ
け)…

｢
已
興｣

と
訳
し
、
法
華
経
を
弘
め
る
機
運

は
高
ま
っ
た
、
覚
悟
を
決
め
よ
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

⑫
楼
醯 

⑬
楼
醯 
⑭
楼
醯 

 

同
じ
く
大
事
な
こ
と
な
の
で
繰
り
返
さ
れ
ま
す
。 

   

十
羅
刹
女
と
鬼
子
母
神
の
陀
羅
尼
呪
② 

 

「
泥
履 

泥
履 

泥
履 

泥
履 

泥
履 

楼
醯 

楼
醯 

楼
醯 

楼
醯
」 

妙
法
蓮
華
経
陀
羅
尼
品
第
二
十
六 

２０２5 年   

令和 7 年 乙巳  

11月 
じ
ゅ
う
ら
せ
つ
に
ょ 

き
し
も 

じ
ん 

 

だ 

ら 

に 

し
ゅ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

11 月   日   

 仏滅 胃 

旧 9 月 15 日   

月曜    3  
⑮
多
醯(

た
け)…

｢

而
立｣

と
訳
し
、
様
々
な
困
苦
を
経
て
教

え
が
世
に
広
ま
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。 

⑯
多
醯 

⑰
多
醯 

 

 

大
事
な
こ
と
な
の
で
繰
り
返
さ
れ
ま
す
。 

⑱
兜
醯(
と
け)
・

⑲
㝹
醯(

と
け)…

文
字
は
異
な
っ
て
も
同
じ

意
味
で｢
無
加
害｣

と
訳
し
、
法
華
経
の
行
者
の
い
か
な

る
迫
害
も
跳
ね
返
す
信
心
を
指
し
て
い
ま
す
。 

以
上
様
々
な
神
呪
は
法
華
経
を
弘
め
る
者
の
心
持
ち
を

説
い
て
お
り
、
行
者
の
思
い
は
守
護
さ
れ
る
の
で
す
。 

   

十
羅
刹
女
と
鬼
子
母
神
の
陀
羅
尼
呪
③ 

 

「
多
醯 

多
醯 

多
醯 

兜
醯 

㝹
醯
」 

妙
法
蓮
華
経
陀
羅
尼
品
第
二
十
六 

  

 文化の日 

じ
ゅ
う
ら
せ
つ
に
ょ 

き
し
も 

じ
ん 

 

だ 

ら 

に 

し
ゅ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２5 年   

令和 7 年 乙巳 

11 月   日   

 大安 昴    

旧 9 月 16 日   

火曜    4  
｢

五
番
神
呪｣

と
は
五
番
善
神
の
呪
文
の
こ
と
で
す
。 

｢
五
番
善
神｣

と
は
、「
二
聖(

薬
王
菩
薩
・
勇
施
菩
薩)

」、

｢
二
天(

毘
沙
門
天
・
持
国
天)｣

、
十
女(

十
羅
刹
女)

と
鬼

子
母
神
の
こ
と
で
す
。 

法
要
に
て｢
五
番
神
咒｣

を
読
誦
す
る
と
き
に
は
、「
妙
法

蓮
華
経
陀
羅
尼
品
第
二
十
六
」
と
い
う
品
題
と
、
五
番
善

神
そ
れ
ぞ
れ
の
陀
羅
尼
呪
、
最
後
に
『
陀
羅
尼
品
』
の
最

後
の
句｢

得
無
生
法
忍｣
の
順
に
読
み
、
五
番
善
神
の
御

守
護
を
祈
り
ま
す
。 

  

五
番
神
呪 

「
五
番
善
神
の
陀
羅
尼
呪
」 

 

妙
法
蓮
華
経
陀
羅
尼
品
第
二
十
六 

ご 
 

ば
ん 

 
 

じ
ん 
 

し
ゅ 

 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

11月   日   

 赤口 畢    

旧 9 月 16 日   

水曜    5  
法
華
経
を
弘
め
る
法
師
に
対
し
て
、
鬼
や
魔
物
が
様
々

な
迫
害
を
し
た
り
、
何
日
も
熱
病
に
苦
し
め
さ
せ
た
り

す
る
な
ど
の
災
禍
に
巻
き
込
も
う
と
し
て
も
、
陀
羅
尼

呪
を
唱
え
れ
ば
十
羅
刹
女
と
鬼
子
母
神
が
守
護
す
る
と

お
釈
迦
さ
ま
に
誓
い
を
立
て
ま
し
た
。 

し
か
し
守
護
を
得
ら
れ
る
の
は
法
華
経
を
弘
め
よ
う
と

努
め
て
い
る
者
に
対
し
て
の
こ
と
で
す
。 

陀
羅
尼
呪
を
唱
え
さ
え
す
れ
ば
病
気
が
治
る
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

  

莫
悩
於
法
師 

「
法
師
を
悩
ま
す
こ
と
な
か
れ
」 

 

妙
法
蓮
華
経
陀
羅
尼
品
第
二
十
六 

  

ま
く 

 
 

の
う 

 
 

お 
 

 

ほ
っ 

 

し 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

11 月   日   

   先勝 觜   

旧 9 月 17 日   

木曜    6  
法
華
経
を
説
く
者
を
悩
ま
す
と
、
正
し
い
教
え
が
広
ま
る

障
害
と
な
る
の
で
そ
の
罪
は
大
き
い
の
で
す
。 

そ
の
罪
の
報
い
と
し
て
、
頭
が
七
つ
に
割
れ
て
阿
梨
樹
と

い
う
木
の
枝
が
地
に
落
ち
て
裂
け
た
と
き
の
よ
う
に
惨

い
状
態
に
な
る
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

正
し
い
教
え
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
は
、
す
で
に
頭
が
割
れ
て
正
し
い
判
断
が
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
と
い
う
喩
え
で
す
。 

行
者
迫
害
の
罪
の
報
い
と
し
て
象
徴
的
な
表
現
で
す
。 

   

頭
破
作
七
分 

如
阿
梨
樹
枝 

 

「
法
華
経
を
迫
害
す
る
罪
の
報
い
は
大
き
い
」 

 

「
」 

 

妙
法
蓮
華
経
陀
羅
尼
品
第
二
十
六 

  

ず 
 

は 
 

さ 
 

し
ち 

ぶ 
 

 
 

に
ょ 

あ 
 

り 

じ
ゅ 

し 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳 

11月   日   

 友引 参  

旧 9 月 18 日   

金曜    7  
法
華
経
の
行
者
迫
害
の
罪
が
羅
列
さ
れ
て
い
ま
す
。 

｢

殺
父
母
罪｣

は
無
間
地
獄
に
堕
ち
る
罪
で
す
。 

｢
圧
油
殃｣

は
菜
種
油
を
搾
る
際
に
強
い
圧
を
掛
け
過
ぎ

る
と
、
虫
が
つ
ぶ
れ
て
死
に
、
油
も
汚
れ
て
し
ま
う
こ
と

か
ら
、
必
要
以
上
に
力
を
行
使
し
人
に
害
を
与
え
る
し

ま
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。 

｢

斗
秤
欺
誑｣

は
升(
ま
す)

や
秤
を
不
正
に
使
う
こ
と
。 

｢

調
達｣

は
提
婆
達
多
の
こ
と
、｢

調
達
破
僧
罪｣

は
提
婆

達
多
が
僧
団
を
分
裂
さ
せ
た
罪
で
す
。 

   

如
殺
父
母
罪 

亦
如
圧
油
殃 

斗
秤
欺
誑
人 

調
達
破
僧
罪 

「
法
華
経
の
行
者
迫
害
の
罪
」 

 

妙
法
蓮
華
経
陀
羅
尼
品
第
二
十
六 

   

に
ょ 

し 

ぶ 

も 

ざ
い 

 

や
く
に
ょ
お
う 

ゆ 

お
う 

立冬   

と
し
ょ
う 

ご 

お
う
に
ん 

 

じ
ょ
う
だ
つ
は 

そ
う
ざ
い 



不変山 永寿院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

妙
法
蓮
華
経
陀
羅
尼
品
第
二
十
六 

伊
提
履 

伊
提
泯 

伊
提
履 

阿
提
履 

伊
提
履 

泥
履 

泥
履 

泥
履 

泥
履 

泥
履 

楼
醯 
楼
醯 

楼
醯 

楼
醯 

多
醯 

多
醯 

多
醯 

兜
醯 

〓
醯 

 

寧
上
我
頭
上
。
莫
悩
於
法
師
。
若
夜
叉
。
若
羅
刹
。
若
餓
鬼
。
若
富
単
那
。
若
吉
蔗
。
若
毘
陀
羅
。

若
犍
駄
。
若
烏
摩
勒
伽
。
若
阿
跋
摩
羅
。
若
夜
叉
吉
蔗
。
若
人
吉
蔗
。
若
熱
病
。
若
一
日
。
若
二

日
。
若
三
日
。
若
四
日
。
乃
至
七
日
。
若
常
熱
病
。
若
男
形
。
若
女
形
。
若
童
男
形
。
若
童
女
形
。

乃
至
夢
中
。
亦
復
莫
悩
。
即
於
佛
前
。
而
説
偈
言 

 

若
不
順
我
呪 

悩
乱
説
法
者 

頭
破
作
七
分 

如
阿
梨
樹
枝 

 

如
殺
父
母
罪 

亦
如
圧
油
殃 

斗
秤
欺
誑
人 
調
達
破
僧
罪 

犯
此
法
師
者 

当
獲
如
是
殃 

 

諸
羅
刹
女
。
説
此
偈
已
。
白
佛
言
。
世
尊
。
我
等
亦
当
身
自
擁
護
。
受
持
読
誦
。
修
行
是
経
者
。

令
得
安
穏
。
離
諸
衰
患
。
消
衆
毒
薬
。
佛
告
諸
羅
刹
女
。
善
哉
善
哉
。
汝
等
但
能
擁
護
受
持
法
華

名
者
。
福
不
可
量
。
何
況
擁
護
。
具
足
受
持
。
供
養
経
巻
。
華
香
瓔
珞
。
抹
香
塗
香
焼
香
。
旛
蓋

伎
楽
。
然
種
種
燈
。
蘇
燈
油
燈
。
諸
香
油
燈
。
蘇
摩
那
華
油
燈
。
瞻
蔔
華
油
燈
。
婆
師
迦
華
油
燈
。

優
鉢
羅
華
油
燈
。
如
是
等
。
百
千
種
供
養
者
。
皐
諦
。
汝
等
及
眷
属
。
応
当
擁
護
。
如
是
法
師
。

説
此
陀
羅
尼
品
時
。
六
万
八
千
人
。
得
無
生
法
忍 

法華経 日めくり 令和７年（2025）11 月① 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳 

11月   日   

 先負 井 

旧 9 月 19 日   

土曜    8

7  
法
華
経
が
善
い
教
え
だ
と
信
じ
、
手
を
合
わ
せ
て
拝
む
者

を
守
護
す
る
福
徳
が
と
て
も
大
き
い
と
、
お
釈
迦
さ
ま
は

十
羅
刹
女
と
鬼
子
母
神
に
伝
え
ま
し
た
。 

法
華
経
の
詳
し
い
内
容
を
知
ら
な
く
て
も
、
花
や
香
や
音

楽
等
の
供
養
を
し
な
く
て
も
、
手
を
合
わ
せ
拝
む
信
者
の

姿
は
周
囲
の
人
を
感
化
し
、
大
勢
の
利
益
に
つ
な
が
る
の

で
あ
る
と
、
お
釈
迦
さ
ま
は
喜
ば
れ
た
の
で
す
。 

法
華
経
を
受
持
す
る
尊
さ
と
、
信
者
の
拝
む
姿
が
教
え
を

弘
め
る
大
き
な
力
に
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。 

   

擁
護
受
持
法
華
名
者 

福
不
可
量 

  

「
法
華
経
を
受
持
す
る
者
を
守
護
す
る
福
徳
」 

 

妙
法
蓮
華
経
陀
羅
尼
品
第
二
十
六 

    

お
う 

ご 

じ
ゅ
じ 

ほ
っ
け 

み
ょ
う
し
ゃ 

 

ふ
く 

ふ 

か
り
ょ
う 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

11 月   日   

 仏滅 鬼 

旧 9 月 20 日   

日曜    9  
｢

無
生｣

は
生
死
の
縛
り
を
離
れ
る
こ
と
、｢

忍｣

は
続
く

こ
と
、｢

無
生
法
忍｣

は
生
死
を
離
れ
た
心
持
ち
を
持
ち

続
け
る
こ
と
、｢

生
死｣

と
は
、
生
き
る
こ
と
死
ぬ
こ
と
を

含
め
た
人
生
の
変
化
す
べ
て
を
指
し
ま
す
。 

｢

得
無
生
法
忍｣

と
は
、
法
華
経
に
出
会
い
人
生
の
利
害

損
得
や
世
の
中
の
変
化
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く
仏

道
修
行
に
励
み
続
け
る
力
を
得
た
と
い
う
こ
と
。 

教
え
を
弘
め
よ
う
と
す
る
者
も
、
行
者
を
守
ろ
う
と
す

る
者
も｢

無
生
法
忍｣

を
得
た
の
で
し
た
。 

  

得
無
生
法
忍 

「
世
の
中
の
変
化
に
囚
わ
れ
ず
仏
道
に
励
み
続
け
る
」 

 

妙
法
蓮
華
経
陀
羅
尼
品
第
二
十
六 

    

と
く 

 
 

む 
 

 

し
ょ
う 

ぼ
う 

 
 

に
ん 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

11月   日   

 大安 柳    

旧 9 月 21 日   

月曜    10  
こ
の
章
は
バ
ラ
モ
ン
教
を
信
仰
し
て
い
た
妙
荘
厳
王
が

浄
徳
夫
人
と
息
子
の
浄
蔵
・
浄
眼
に
感
化
さ
れ
仏
教
に

帰
依
す
る
と
い
う
物
語
で
す
。 

こ
の
章
の
前
ま
で
は
、
仏
の
教
え
の
奥
深
い
真
理
つ
い

て
言
及
し
て
き
ま
し
た
が
、
本
章
で
は
家
族
の
信
仰
問

題
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。 

世
の
中
全
体
に
教
え
を
弘
め
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、

身
近
な
家
族
に
信
仰
を
伝
え
て
い
く
こ
と
も
同
じ
く
ら

い
大
切
な
こ
と
で
す
。 

   

妙
荘
厳
王
本
事
品 

 
 

「
妙
荘
厳
王
の
家
族
の
信
仰
問
題
」 

妙
法
蓮
華
経
妙
荘
厳
王
本
事
品
第
二
十
七 

    

み
ょ
う
し
ょ
う
ご
ん 

の
う 

ほ
ん 

 

じ 

ほ
ん 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳 

11月   日   

 赤口 星 

旧 9 月 22 日   

火曜    11  
妙
荘
厳
王
に
は
浄
蔵
・
浄
眼
と
い
う
名
の
二
人
の
息
子

が
い
ま
し
た
。 

｢
浄
蔵｣

と
は
心
の
中
に
清
浄
な
気
持
ち
が
満
ち
て
い

る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、｢

浄
眼｣

と
は
一
切
の
物
事
を

清
浄
な
眼
を
も
っ
て
見
る
と
い
う
意
味
で
す
。 

内
に
対
し
て
は
煩
悩
が
な
く
清
浄
で
、
外
に
対
し
て
は

冷
静
に
観
察
し
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

こ
の
二
人
は
仏
教
を
学
び
、
福
徳
と
智
慧
を
具
え
、
多

く
の
人
を
救
う
菩
薩
行
を
修
め
て
い
ま
し
た
。 

  

浄
蔵 

浄
眼 

「
妙
荘
厳
王
の
二
人
の
息
子
」 

 

妙
法
蓮
華
経
妙
荘
厳
王
本
事
品
第
二
十
七 

   

じ
ょ
う 

 

ぞ
う 

 
 

 
 

 

じ
ょ
う 

げ
ん 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

11月   日   

 先勝 張  

旧 9 月 23 日   

水曜    12  
浄
蔵
・
浄
眼
の
二
人
は
、
檀
波
羅
蜜(

布
施)

、
尸
羅
波
羅
蜜

(
持
戒)

、
羼
提
波
羅
蜜(

忍
辱)

、
毘
梨
耶
波
羅
蜜(

精
進)

、

禅
波
羅
蜜(

禅
定)

、
般
若
波
羅
蜜(

智
慧)

の
六
波
羅
蜜
に
加

え
て
、｢
方
便
波
羅
蜜｣

を
修
め
た
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

｢

方
便
波
羅
蜜｣

と
は
、
一
切
衆
生
を
救
う
た
め
に
智
慧
を

も
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
方
便
を
用
い
る
こ
と
で
す
。 

深
い
教
え
を
理
解
で
き
な
い
相
手
に
わ
か
り
や
す
い
た

と
え
話
を
用
い
る
際
に
、
教
え
の
本
質
を
変
え
ず
に
伝
え

る
に
は
智
慧
が
発
現
さ
れ
る
か
ら
で
す
。 

  

方
便
波
羅
蜜 

「
一
切
衆
生
を
救
う
た
め
に
方
便
を
用
い
る
」 

 
 

 
 

妙
法
蓮
華
経
妙
荘
厳
王
本
事
品
第
二
十
七 

    

ほ
う 

 

べ
ん 

 
 

は 
 

 

ら 
 

 
 

み
つ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

11月   日   

 友引 翼 

旧９月 2４日   

木曜    13  
  

慈
悲
喜
捨 

 

「
四
無
量
心
」 

 

妙
法
蓮
華
経
妙
荘
厳
王
本
事
品
第
二
十
七 

   

じ 
 

 
 

ひ 
 

 

き 
 

 

し
ゃ 

慈
悲
喜
捨
と
は｢

四
無
量
心｣

の
こ
と
で
す
。 

｢
四
無
量
心｣

と
は
、 

①
慈
心…

人
の
幸
福
を
思
う
心 

②
悲
心…

人
の
苦
し
み
を
取
り
除
き
た
い
と
思
う
心 

③
喜
心…
人
の
幸
福
を
共
に
喜
ぶ
心 

④
捨
心…

見
返
り
を
求
め
な
い
心 

こ
の
慈
・
悲
・
喜
・
捨
の
四
つ
の
心
持
ち
は
、
あ
ら
ゆ
る

人
々
に
そ
の
力
が
及
ぶ
の
で
、
そ
の
功
徳
は
「
無
量
」
に

な
る
の
で
す
。 

 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

11月   日   

 先負 伸 

旧 9 月 25 日   

金曜    14  
「
三
十
七
品
」
と
は
三
十
七
道
品
と
も
い
い
、
悟
り
に
至

る
た
め
の
三
十
七
の
修
行
法
の
こ
と
で
す
。 

四
念
住(

四
つ
の
観
想
）・
四
正
断(

四
つ
の
努
力)

・
四
神

足(

四
つ
の
自
在
力)

・
五
根(

五
つ
の
能
力)

・
五
力(

五
つ

の
行
動
力)
・
七
覚
支(

七
つ
の
悟
り
を
構
成
す
る
も
の)

・

八
正
道(

八
つ
の
正
し
い
行
な
い)

の
七
科
に
分
か
れ
、

徐
々
に
段
階
を
踏
み
な
が
ら
悟
り
に
至
る
た
め
の
道
筋

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

凡
夫
は
一
足
飛
び
に
悟
り
に
は
至
れ
な
い
も
の
で
す
。 

  

三
十
七
品 

「
悟
り
に
至
る
た
め
の
三
十
七
の
修
行
法
」 

 

妙
法
蓮
華
経
妙
荘
厳
王
本
事
品
第
二
十
七 

    

さ
ん 

 

じ
ゅ
う 

 

し
ち 
 

ほ
ん 

 
 



不変山 永寿院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

妙
法
蓮
華
経
陀
羅
尼
品
第
二
十
六 

諸
羅
刹
女
。
説
此
偈
已
。
白
佛
言
。
世
尊
。
我
等
亦
当
身
自
擁
護
。
受
持
読
誦
。
修
行
是
経
者
。
令
得
安
穏
。

離
諸
衰
患
。
消
衆
毒
薬
。
佛
告
諸
羅
刹
女
。
善
哉
善
哉
。
汝
等
但
能
擁
護
受
持
法
華
名
者
。
福
不
可
量
。
何

況
擁
護
。
具
足
受
持
。
供
養
経
巻
。
華
香
瓔
珞
。
抹
香
塗
香
焼
香
。
旛
蓋
伎
楽
。
然
種
種
燈
。
蘇
燈
油
燈
。

諸
香
油
燈
。
蘇
摩
那
華
油
燈
。
瞻
蔔
華
油
燈
。
婆
師
迦
華
油
燈
。
優
鉢
羅
華
油
燈
。
如
是
等
。
百
千
種
供
養

者
。
皐
諦
。
汝
等
及
眷
属
。
応
当
擁
護
。
如
是
法
師
。
説
此
陀
羅
尼
品
時
。
六
万
八
千
人
。
得
無
生
法
忍 

 

妙
法
蓮
華
経
妙
荘
厳
王
本
事
品
第
二
十
七 

爾
時
佛
告
諸
大
衆
。
乃
往
古
世
。
過
無
量
無
辺
。
不
可
思
議
阿
僧
祇
劫
。
有
佛
名
雲
雷
音
宿
王
華
智
。
多
陀

阿
伽
度
。
阿
羅
訶
。
三
藐
三
佛
陀
。
国
名
光
明
荘
厳
。
劫
名
喜
見
。
彼
佛
法
中
有
王
。
名
妙
荘
厳
。
其
王
夫

人
。
名
曰
浄
徳
。
有
二
子
。
一
名
浄
蔵
。
二
名
浄
眼
。
是
二
子
。
有
大
神
力
。
福
徳
智
慧
。
久
修
菩
薩
。
所

行
之
道
。
所
謂
檀
波
羅
蜜
。
尸
羅
波
羅
蜜
。
羼
提
波
羅
蜜
。
毘
梨
耶
波
羅
蜜
。
禅
波
羅
蜜
。
般
若
波
羅
蜜
。

方
便
波
羅
蜜
。
慈
悲
喜
捨
。
乃
至
三
十
七
品
助
道
法
。
皆
悉
明
了
通
達
。 

法華経 日めくり 令和 7 年（2025）11 月② 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

く 
 

よ
う 

む 

り
ょ
う
ひ
ゃ
く 

せ
ん 

し
ょ 

ぶ
つ 

 
 

 

く
ょ
う 

 

せ
つ 

 

べ
ん 

 
 

ざ
い 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

11月   日   

仏滅 角 

旧 9 月 26 日   

土曜    15  
   

浄
蔵
・
浄
眼
の
三
昧 

 

「
浄
蔵
・
浄
眼
が
修
め
た
三
昧
」 

 

妙
法
蓮
華
経
妙
荘
厳
王
本
事
品
第
二
十
七 

   

じ
ょ
う
ぞ
う 

 
 

 

じ
ょ
う
げ
ん 

 
 

 

さ
ん
ま
い 

浄
蔵
・
浄
眼
の
兄
弟
は
い
く
つ
も
の
三
昧(

心
が
一
つ
に

定
ま
っ
て
動
か
な
い
こ
と)

を
修
め
て
い
ま
し
た
。 

①
浄
三
昧…

心
の
清
浄
を
徹
底
的
に
求
め
る
三
昧 

②
日
星
宿
三
昧…

日
や
星
が
周
囲
を
照
ら
す
三
昧 

③
浄
光
三
昧…

穢
れ
な
い
心
で
周
囲
を
照
ら
す
三
昧 

④
浄
色
三
昧…
清
浄
な
心
を
姿
や
行
動
に
表
わ
す
三
昧 

⑤
浄
照
明
三
昧…
周
囲
を
明
る
く
照
ら
す
三
昧 

⑥
長
荘
厳
三
昧…

徳
が
具
わ
り
長
じ
て
い
く
三
昧 

⑦
大
威
徳
蔵
三
昧…

感
化
を
及
ぼ
す
三
昧 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

11 月   日   

 大安 亢 

旧 9 月 27 日   

日曜    16  
雲
雷
音
宿
王
華
智
仏
は
、
妙
荘
厳
王
を
仏
の
教
え
に
導
き

た
い
と
願
っ
て
い
ま
し
た
。 

人
が
集
ま
り
国
が
作
ら
れ
た
ら
、
秩
序
を
保
ち
国
を
治
め

る
偉
大
な
力
を
持
つ
王
が
必
要
で
す
。 

そ
の
王
に
高
い
徳
と
、
理
を
見
極
め
る
深
い
智
慧
が
あ
れ

ば
、
国
は
栄
え
人
々
は
安
心
を
得
ら
れ
ま
す
。 

逆
に
国
王
に
徳
が
無
け
れ
ば
国
は
荒
み
ま
す
。 

一
切
衆
生
を
憐
れ
む
が
ゆ
え
に
、
仏
さ
ま
は
国
王
を
導
き

た
い
と
願
わ
れ
る
の
で
す
。 

   

彼
仏 

欲
引
導
妙
荘
厳
王 

 

「
仏
さ
ま
は
国
王
を
導
く
こ
と
を
願
う
」 

 

妙
法
蓮
華
経
妙
荘
厳
王
本
事
品
第
二
十
七 

  

ひ 
 

ぶ
つ 

 
 

 

よ
く 

い
ん 

ど
う 

み
ょ
う
し
ょ
う
ご
ん
の
う 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

11 月   日   

赤口 氐 

旧 8 月 28 日   

月曜    17  
浄
蔵
と
浄
眼
の
兄
弟
は
、
雲
雷
音
宿
王
華
智
仏
の
説
法

を
聴
聞
に
行
こ
う
と
母
を
誘
い
ま
し
た
。 

そ
し
て
兄
弟
は
仏
に
仕
え
供
養
し
た
い
と
伝
え
ま
す
。 

母
は
兄
弟
の
申
し
出
を
認
め
、
さ
ら
に
二
人
の
父
で
あ

る
妙
荘
厳
王
を
仏
の
教
え
に
帰
依
さ
せ
る
よ
う
に
と
助

言
し
ま
し
た
。 

バ
ラ
モ
ン
教
に
帰
依
し
て
い
る
父
王
を
導
く
よ
う
に
努

力
を
し
な
け
れ
ば
、
信
仰
を
徹
底
し
た
こ
と
に
な
ら
ず

仏
を
供
養
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
と
戒
め
た
の
で
す
。 

   

願
母
往
詣 

雲
雷
音
宿
王
華
智
仏
所 

 
 

「
母
を
仏
の
説
法
に
誘
う
」 

 

妙
法
蓮
華
経
妙
荘
厳
王
本
事
品
第
二
十
七 

が
ん 

も 

お
う
け
い 

 

う
ん
ら
い
お
ん
し
ゅ
く
お
う 

け 

ち 

ぶ
っ
し
ょ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

11 月   日   

先勝 房    

旧 9 月 29 日   

火曜    18  
母
は
二
人
の
息
子
に
、
父
王
を
感
化
さ
せ
る
た
め
に
は

口
で
説
く
だ
け
で
は
な
く
、
身
を
も
っ
て
仏
さ
ま
の
教

え
の
素
晴
し
さ
を
伝
え
る
よ
う
に
と
助
言
し
ま
し
た
。 

そ
こ
で
兄
弟
は
身
体
か
ら
火
や
水
を
出
し
た
り
、
空
中

に
座
っ
た
り
歩
く
な
ど
の
神
変(

神
通
力)

を
父
王
に
見

せ
た
と
経
文
に
あ
り
ま
す
。 

こ
の
神
変
と
は
超
能
力
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
普

通
の
人
が
で
き
そ
う
も
な
い
こ
と
も
正
し
い
心
の
持
ち

方
で
成
し
遂
げ
ら
れ
る
喩
え
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

  

現
種
種
神
変 

「
さ
ま
ざ
ま
な
神
通
力
を
現
わ
す
」 

妙
法
蓮
華
経
妙
荘
厳
王
本
事
品
第
二
十
七 

げ
ん 

 

し
ゅ 

 
 

じ
ゅ 

 

じ
ん 

 

ぺ
ん 

 
 

 

じ
ん 

 

ず
う 
 

り
き 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

11 月   日   

 友引 心    

旧 9 月 30 日   

水曜    19  
妙
荘
厳
王
は
浄
蔵
・
浄
眼
の
神
変
を
見
て
、
喜
び
、
二
人

の
師
に
会
い
た
い
と
望
み
ま
し
た
。 

自
分
の
息
子
で
あ
り
な
が
ら
、
自
分
を
超
え
る
立
派
な

行
動
を
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
感
動
し
、
そ
の

教
え
を
授
け
て
く
れ
た
師
に
会
い
た
い
と
思
う
ほ
ど
の

刺
激
を
受
け
た
の
で
し
ょ
う
。 

子
が
親
を
諭
す
の
は
い
つ
の
世
も
難
し
い
こ
と
で
す
。 

そ
れ
ほ
ど
に
兄
弟
の｢
神
変
＝
正
し
い
教
え
に
基
づ
く

行
動｣

が
父
の
心
を
動
か
し
た
の
で
す
。 

   

我
今
亦
欲 

見
汝
等
師 

 

「
我
、
汝
ら
の
師
を
見
た
て
ま
つ
ら
ん
と
欲
す
」 

 
 

 

我
が
浄
土
は
毀
れ
ざ
る
に 

而
も
衆
は
焼
け
尽
き
て 

妙
法
蓮
華
経
妙
荘
厳
王
本
事
品
第
二
十
七 

  

が 
 

こ
ん 

や
く 

よ
く 
 

 
 

け
ん 

に
ょ 

と
う 

し 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳 

11 月   日   

仏滅 心 

旧 10 月 1 日   

木曜    20  
妙
荘
厳
王
を
導
い
た
浄
蔵
・
浄
眼
の
兄
弟
は
、｢

仏
事
を

作
し
た｣

と
母
に
伝
え
ま
し
た
。 

｢
仏
事
を
作
す｣

と
は
、
仏
さ
ま
の
御
心
と
一
致
す
る
よ
う

な
行
な
い
を
す
る
こ
と
、
一
切
衆
生
を
救
い
導
く
た
め
に

尽
く
す
こ
と
で
す
。 

父
王
を
正
し
い
信
仰
に
目
覚
め
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
は
、

国
民
全
体
を
幸
福
に
導
き
救
う
と
い
う
大
き
な
仏
事
を

作
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
兄
弟
は
仏
の
境
界
に
一
歩
近
づ
い
た
の
で
す
。 

  

已
作
仏
事 

「
す
で
に
仏
事
を
作
す
」 

 

妙
法
蓮
華
経
妙
荘
厳
王
本
事
品
第
二
十
七 

 

い 
 

 
 

さ 
 

 

ぶ
つ 
 

 

じ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浄
蔵
・
浄
眼
の
兄
弟
は
、
母
に
出
家
し
て
雲
雷
音
宿
王
華

智
仏
の
も
と
で
修
行
し
た
い
と
申
し
出
ま
し
た
。 

仏
さ
ま
に
値
い
、
そ
の
教
え
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
機
会

に
出
会
う
の
は
、
三
千
年
に
一
度
咲
く
優
曇
華(

う
ど
ん
げ)

と

い
う
花
を
見
る
よ
り
も
さ
ら
に
難
し
い
こ
と
で
す
。 

迷
っ
て
い
る
う
ち
に
機
を
逸
し
た
ら
、
二
度
と
そ
の
機
会

が
な
い
と
い
う
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。 

本
物
に
出
会
っ
た
そ
の
時
を
見
極
め
て
、
飛
び
こ
む
こ
と

が
で
き
る
か
否
か
で
、
人
生
が
変
わ
る
の
で
す
。 

み
ょ
う
が
っ
て
ん 

じ 
 

 
 

ふ 

こ
う 

て
ん 

じ 
 

 
 

ほ
う
こ
う 

て
ん 

じ 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

11月   日   

 大安 尾 

旧 10 月 2 日   

金曜    21  
  

値
仏
復
難
是 

「
仏
に
値
い
た
て
ま
つ
る
こ
と
は
難
し
い
」 

 

妙
法
蓮
華
経
妙
荘
厳
王
本
事
品
第
二
十
七 

 

ち 
 

 

ぶ
つ 

 
 

ぶ 
 

 

な
ん 

 
 

ぜ 
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法華経 日めくり 令和 7 年（2025）11 月③ 

妙
法
蓮
華
経
妙
荘
厳
王
本
事
品
第
二
十
七 

又
得
菩
薩
浄
三
昧
。
日
星
宿
三
昧
。
浄
光
三
昧
。
浄
色
三
昧
。
浄
照
明
三
昧
。
長
荘
厳
三
昧
。
大
威
徳
蔵
三
昧
。
於
此
三
昧
。
亦
悉
通
達
。

爾
時
彼
佛
。
欲
引
導
。
妙
荘
厳
王
。
及
愍
念
衆
生
故
。
説
是
法
華
経
。
時
浄
蔵
浄
眼
二
子
。
到
其
母
所
。
合
十
指
爪
掌
白
言
。
願
母
往
詣
。

雲
雷
音
宿
王
華
智
佛
所
。
我
等
亦
当
。
侍
従
親
近
。
供
養
礼
拝
。
所
以
者
何
。
此
佛
於
一
切
。
天
人
衆
中
。
説
法
華
経
。
宜
応
聴
受
。
母
告

子
言
。
汝
父
信
受
外
道
。
深
著
婆
羅
門
法
。
汝
等
応
往
白
父
。
与
共
倶
去
。
浄
蔵
浄
眼
。
合
十
指
爪
掌
白
母
。
我
等
是
法
王
子
。
而
生
此
邪

見
家
。
母
告
子
言
。
汝
等
当
憂
念
汝
父
。
為
現
神
変
。
若
得
見
者
。
心
必
清
浄
。
或
聴
我
等
。
往
至
佛
所
。
於
是
二
子
。
念
其
父
故
。
踊
在

虚
空
。
高
七
多
羅
樹
。
現
種
種
神
変
。
於
虚
空
中
。
行
住
坐
臥
。
身
上
出
水
。
身
下
出
火
。
身
下
出
水
。
身
上
出
火
。
或
現
大
身
。
満
虚
空

中
。
而
復
現
小
。
小
復
現
大
。
於
空
中
滅
。
忽
然
在
地
。
入
地
如
水
。
履
水
如
地
。
現
如
是
等
。
種
種
神
変
。
令
其
父
王
。
心
浄
信
解
。
時

父
見
子
。
神
力
如
是
。
心
大
歓
喜
。
得
未
曽
有
。
合
掌
向
子
言
。
汝
等
師
為
是
誰
。
誰
之
弟
子
。
二
子
白
言
。
大
王
。
彼
雲
雷
音
宿
王
華
智

佛
。
今
在
七
宝
菩
提
樹
下
。
法
座
上
坐
。
於
一
切
世
間
。
天
人
衆
中
。
広
説
法
華
経
。
是
我
等
師
。
我
是
弟
子
。
父
語
子
言
。
我
今
亦
欲
。

見
汝
等
師
。
可
共
倶
往
。
於
是
二
子
。
従
空
中
下
。
到
其
母
所
。
合
掌
白
母
。
父
王
今
已
信
解
。
堪
任
発
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
。
我
等

為
父
。
已
作
佛
事
。
願
母
見
聴
。
於
彼
佛
所
。
出
家
修
道
。
爾
時
二
子
。
欲
重
宣
其
意
。
以
偈
白
母 

願
母
放
我
等 

出
家
作
沙
門 

諸
佛
甚
難
値 

我
等
随
佛
学 

如
優
曇
波
羅 

値
佛
復
難
是 

脱
諸
難
亦
難 

願
聴
我
出
家 

 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

11 月   日   

  赤口 箕 

旧 10 月 3 日 

日   土曜    22  
広
大
な
大
海
原
を
泳
い
で
い
る
片
目
の
亀
が
、
海
を
漂

う
流
木
の
小
さ
な
穴
に
出
会
う
よ
う
に
、
仏
さ
ま
に
値

う
こ
と
は
極
め
て
稀
で
あ
る
こ
と
の
喩
え
で
す
。 

大
海
は
生
死
の
苦
海
、
一
眼
の
亀
は
私
た
ち
衆
生
、
流
木

の
穴
は
仏
さ
ま
の
真
実
の
教
え
で
す
。 

片
目
が
見
え
な
い
よ
う
な
状
態
で
悩
み
苦
し
み
迷
い
の

海
を
漂
っ
て
い
る
と
き
に
、
仏
さ
ま
の
救
い
の
光
を
見

つ
け
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

教
え
に
出
会
っ
た
こ
の
時
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。 

  

一
眼
之
亀 

「
苦
海
を
漂
う
一
眼
の
亀
」 

 

妙
法
蓮
華
経
妙
荘
厳
王
本
事
品
第
二
十
七 

い
ち 

 

げ
ん 

 
 

し 
 

 

き 

小雪   



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

11 月   日   

 先勝 斗   

旧 10 月 4 日   

日曜    23  
浄
眼
は｢

法
華
三
昧(

法
華
経
を
体
得
し
実
行
し
て
い
く

覚
悟)｣

を
、
浄
蔵
は｢

離
諸
悪
趣
三
昧(

煩
悩
を
滅
し
清
浄

な
心
を
維
持
す
る
覚
悟)｣

を
修
め
菩
薩
と
な
り
ま
し
た
。 

母
の
浄
徳
夫
人
は｢

諸
仏
集
三
昧(

仏
さ
ま
の
こ
と
を
深

く
考
え
て
理
解
す
る
覚
悟)｣

を
修
め
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
妙
荘
厳
王
は
二
人
の
息
子
と
夫
人
に
感
化
さ

れ
、
バ
ラ
モ
ン
教
を
離
れ
仏
教
に
帰
依
す
る
の
で
す
。 

仏
さ
ま
の
教
え
が
本
物
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
家
族
の

姿
に
教
化
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。 

  

善
化
其
父 

 

「
そ
の
父
を
教
化
す
る
」 

 

妙
法
蓮
華
経
妙
荘
厳
王
本
事
品
第
二
十
七 

  

ぜ
ん 

 
 

け 
 

 

ご 
 

 

ふ 
 

 
 

 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

11月   日   

  友引 女   

旧 10 月 5 日   

月曜    24  
雲
雷
音
宿
王
華
仏
の
説
法
を
聴
い
た
妙
荘
厳
王
は
、
大

い
に
感
激
し
、
そ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
た
め
に
高

価
な
首
飾
り
を
捧
げ
ま
し
た
。 

そ
の
首
飾
り
は
立
派
な
台
や
敷
物
と
な
り
、
仏
が
坐
す

る
場
所
を
荘
厳
し
ま
し
た
。 

仏
恩
に
報
い
る
感
謝
の
大
き
さ
を
示
す
喩
え
で
す
。 

仏
さ
ま
の
恩
に
報
い
る
一
番
の
方
法
は
、
世
間
の
迷
っ

て
い
る
た
く
さ
ん
の
人
を
救
う
こ
と
で
す
。 

そ
れ
が
仏
さ
ま
が
一
番
喜
ば
れ
る
こ
と
で
す
。 

  

王
大
歓
悦 

「
妙
荘
厳
王
は
大
い
に
歓
悦
し
た
」 

 

妙
法
蓮
華
経
妙
荘
厳
王
本
事
品
第
二
十
七 

   

お
う 

 
 

だ
い 

 
 

か
ん 
 

え
つ 

 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

11 月   日   

  先勝 虚 

旧 10 月 6 日   

火曜    25  
妙
荘
厳
王
が
仏
恩
に
報
い
る
た
め
に
供
養
し
た
こ
と
に

応
え
て
、
雲
雷
音
宿
王
華
仏
は
妙
荘
厳
王
が
仏
に
成
る

こ
と
が
で
き
る
と
授
記
を
与
え
ま
す
。 

妙
荘
厳
王
の
帰
依
す
る
心
が
強
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
仏

さ
ま
は
即
座
に
応
え
て
く
れ
た
の
で
す
。 

そ
し
て
多
く
の
人
々
を
導
く
地
位
に
あ
る
国
王
に
授
記

を
与
え
た
こ
と
に
も
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。 

国
を
率
い
る
王
が
仏
教
に
帰
依
し
て
、
仏
の
教
え
を
弘

め
る
功
徳
が
及
ぶ
と
こ
ろ
は
大
き
い
の
で
す
。 

   

助
仏
道
法 

当
得
作
仏 

 

「
妙
荘
厳
王
は
仏
の
道
を
進
み
、
仏
に
成
る
だ
ろ
う
」 

 

妙
法
蓮
華
経
妙
荘
厳
王
本
事
品
第
二
十
七 

   

じ
ょ 

ぶ
つ 

ど
う 

ほ
う 
 

 
 

と
う 

と
く 

さ 

ぶ
つ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

11月   日   

  仏滅 危    

旧 10 月 7 日   

木曜    26  
二
本
並
ん
だ｢

沙
羅
樹｣

の
下
で
お
釈
迦
さ
ま
が
入
滅
し

た
こ
と
か
ら
般
涅
槃
の
象
徴
と
さ
れ
、『
平
家
物
語
』
の

冒
頭
に
も
登
場
す
る
の
は｢

沙
羅
双
樹｣

で
す
。 

｢

沙
羅
樹｣

は
ど
の
方
向
か
ら
見
て
も
美
し
い
樹
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。 

日
の
さ
す
方
向
と
は
関
係
な
く
枝
を
広
げ
る
そ
の
姿

は
、
ど
こ
か
ら
見
ら
れ
て
も
欠
点
が
な
い
徳
を
具
え
て

い
る
こ
と
に
喩
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。 

妙
荘
厳
王
の
仏
と
し
て
の
名
で
す
。 

  

号
沙
羅
樹
王 

「
そ
の
名
を
沙
羅
樹
王
と
い
う
」 

 

妙
法
蓮
華
経
妙
荘
厳
王
本
事
品
第
二
十
七 

   

ご
う 

 
 

し
ゃ 

 

ら 
 

 
 

じ
ゅ 

 

お
う 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仏
に
成
る
人
は
出
家
し
て
修
行
し
ま
す
。 

｢
出
家｣

と
は
家
を
捨
て
去
っ
て
仏
道
修
行
に
専
心
す
る

身
と
な
る
こ
と
で
す
が
、
世
俗
を
離
れ
山
中
に
暮
ら
す

｢

遁
世｣
と
は
異
な
り
ま
す
。 

｢

出
世
間(
迷
い
の
苦
界
か
ら
出
た
清
ら
か
な
世
界)｣

と

い
う
仏
の
さ
と
り
の
世
界
や
境
地
に
入
る｢

出
世｣

が
、

出
家
の
目
的
な
の
で
す
。 

ま
ず
は
、
日
常
の
迷
い
を
放
置
せ
ず
、
妥
協
せ
ず
に
真
実

を
求
め
る
決
心
す
る
こ
と
が
出
家
の
始
ま
り
で
す
。 

き
ん 

な 

ら 

け
ん 

だ
つ
ば 

 

あ 

し
ゅ 

ら 
 

か 

る 

ら 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

11月   日   

  大安 室 

旧 10 月 8 日   

金曜    27  
  

出
家
修
道 

「
妙
荘
厳
王
は
出
家
し
修
行
を
し
た
」 

 

妙
法
蓮
華
経
妙
荘
厳
王
本
事
品
第
二
十
七 

   

し
ゅ
っ 

 

け 
 

 

し
ゅ 
 

ど
う 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

11 月   日   

  赤口 壁    

旧 10 月 9 日   

金曜    28  
凡
夫
は
急
ぎ
の
仕
事
で
は
な
い
と
分
か
る
と
、
つ
い
怠

け
て
し
ま
っ
た
り
、
後
回
し
に
し
て
い
る
う
ち
に
忘
れ

て
し
ま
っ
た
り
す
る
も
の
で
す
。 

ま
た
、
い
ざ
締
切
が
近
づ
く
と
時
間
が
足
り
な
い
と
取

り
乱
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

慌
て
ず
、
焦
ら
す
、
怠
ら
ず
、
一
歩
一
歩
堅
実
に
歩
む
こ

と
が｢

常
勤
精
進｣
で
す
。 

仏
道
修
行
は
終
わ
り
の
な
い
長
い
道
の
り
で
す
。 

弛
む
こ
と
な
く
歩
み
を
進
め
ま
し
ょ
う
。 

  

常
勤
精
進 

「
常
に
勤
め
て
精
進
す
」 

  

妙
法
蓮
華
経
妙
荘
厳
王
本
事
品
第
二
十
七 

  

じ
ょ
う 

 

ご
ん 

 

し
ょ
う 

 

じ
ん 



不変山 永寿院 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法華経 日めくり 令和 7 年（2025）11 月④ 

妙
法
蓮
華
経
妙
荘
厳
王
本
事
品
第
二
十
七 

所
以
者
何
。
佛
難
得
値
。
如
優
曇
波
羅
華
。
又
如
一
眼
之
亀
。
値
浮
木
孔
。
而
我
等
宿
福
深
厚
。 

 
 

 
〈
略
〉 

以
方
便
力
。
善
化
其
父
。
令
心
信
解
。
好
楽
佛
法
。
於
是
妙
荘
厳
王
。
与
群
臣
眷
属
倶
。
浄
徳
夫 

〈
略
〉 

爾
時
彼
佛
。
為
王
説
法
。
示
教
利
喜
。
王
大
歓
悦
。
爾
時
妙
荘
厳
王
。
及
其
夫
人
。
解
頸
真
珠
瓔 

 
 

 

〈
略
〉 

妙
荘
厳
王
。
於
我
前
合
掌
立
不
。
此
王
於
我
法
中
。
作
比
丘
。
精
勤
修
習
。
助
佛
道
法
。
当
得
作

佛
。
号
娑
羅
樹
王
。
国
名
大
光
。
劫
名
大
高
王
。
其
娑
羅
樹
王
佛
。
有
無
量
菩
薩
衆
。
及
無
量
声

聞
。
其
国
平
正
。
功
徳
如
是
。
其
王
即
時
。
以
国
付
弟
。
王
与
夫
人
二
子
。
并
諸
眷
属
。
於
佛
法

中
。
出
家
修
道
。
王
出
家
已
。
於
八
万
四
千
歳
。
常
勤
精
進
。
修
行
妙
法
華
経
。
過
是
已
後
。
得

一
切
浄
功
徳
荘
厳
三
昧
。
即
昇
虚
空
。
高
七
多
羅
樹
。
而
白
佛
言
。
世
尊
。
此
我
二
子
。
已
作
佛

事
。
以
神
通
変
化
。
転
我
邪
心
。
令
得
安
住
。
於
佛
法
中
。
得
見
世
尊
。
此
二
子
者
。
是
我
善
知

識
。
為
欲
発
起
。
宿
世
善
根
。
饒
益
我
故
。
来
生
我
家 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  先負 斗  

旧 8 月 8 日   

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

11月   日   土曜    29  
世
の
中
の
人
々
を
救
う
こ
と
を
悦
び
と
し
て
、
人
に
認

め
ら
れ
る
こ
と
を
望
ん
だ
り
、
見
返
り
を
求
め
た
り
し

な
い
こ
と
が｢

浄
功
徳｣

で
す
。 

人
知
れ
ず｢

浄
功
徳｣

を
積
ん
で
い
く
と
、
真
の
自
分
の

心
を
飾
る
も
の
＝｢

荘
厳｣

と
な
る
の
で
す
。 

｢

浄
功
徳
荘
厳｣
と
い
う
心
が
定
ま
っ
て
動
か
な
い
の
が

｢

浄
功
徳
荘
厳
三
昧｣
で
す
。 

｢

浄
功
徳
荘
厳
三
昧｣
を
得
た
沙
羅
樹
王
仏(

妙
荘
厳
王)

の
仏
国
土
は
平
和
な
国
で
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

   

一
切
浄
功
徳
荘
厳
三
昧 

 

「
見
返
り
を
求
め
ず
功
徳
を
積
む
三
昧
」 
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い
っ
さ
い 

じ
ょ
う 

く 

ど
く 

し
ょ
う
ご
ん 

さ
ん
ま
い 

  先勝 奎    

旧 10 月 10 日   
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２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

11 月   日   

  友引 婁    

旧 10 月 11 日   

日曜    30  
妙
荘
厳
王
は
修
行
を
積
み
、｢

一
切
浄
功
徳
荘
厳
三
昧｣

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
二
人
の
息
子
が
多
く
の

人
を
救
い
続
け
、
自
分
も
導
い
て
く
れ
た
御
蔭
で
あ
り
、

二
人
を｢
善
智
識
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
仏
に
帰
依
す
る
心
持
ち
に
し
て
く
れ
た
二
人

の
息
子
へ
の
恩
の
大
き
さ
を
説
い
て
い
ま
す
。 

息
子
た
ち
は
自
分
に
善
い
行
い
を
さ
せ
よ
う
と
、
前
世

か
ら
深
い
縁
を
も
っ
て
自
分
の
家
に
生
ま
れ
て
来
て
く

れ
た
の
だ
と
心
か
ら
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。 

     

此
二
子
者 

是
我
善
智
識 

 

「
二
人
の
息
子
は
善
智
識
で
あ
る
」 

  

妙
法
蓮
華
経
妙
荘
厳
王
本
事
品
第
二
十
七 

  

し 
 

に 
 

し 

し
ゃ 

 
 

 

ぜ 
 

が 
 

ぜ
ん 

ち 

し
き 
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妙
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得
一
切
浄
功
徳
荘
厳
三
昧
。
即
昇
虚
空
。
高
七
多
羅
樹
。
而
白
佛
言
。
世
尊
。
此
我
二

子
。
已
作
佛
事
。
以
神
通
変
化
。
転
我
邪
心
。
令
得
安
住
。
於
佛
法
中
。
得
見
世
尊
。 

此
二
子
者
。
是
我
善
知
識
。
為
欲
発
起
。
宿
世
善
根
。
饒
益
我
故
。
来
生
我
家 

爾
時
雲
雷
音
宿
王
華
智
佛
。
告
妙
荘
厳
王
言
。
如
是
如
是
。
如
汝
所
言
。
若
善
男
子
。
善

女
人
。
種
善
根
故
。
世
世
得
善
知
識
。
其
善
知
識
。
能
作
佛
事
。
示
教
利
喜
。
令
入
阿
耨

多
羅
三
藐
三
菩
提
。
大
王
。
当
知
。
善
知
識
者
。
是
大
因
縁
。
所
謂
化
導
。
令
得
見
佛
。

発
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
。
大
王
汝
見
。
此
二
子
不
。
此
二
子
。
已
曽
供
養
。
六
十
五

百
千
万
億
。
那
由
佗
。
恒
河
沙
諸
佛
。
親
近
恭
敬
。
於
諸
佛
所
。
受
持
法
華
経
。
愍
念
邪

見
衆
生
。
令
住
正
見
。
妙
荘
厳
王
。
即
従
虚
空
中
下
。
而
白
佛
言
。
世
尊
。
如
来
甚
希

有
。
以
功
徳
智
慧
故
。
頂
上
肉
髻
。
光
明
顕
照
。
其
眼
長
広
。
而
紺
青
色
。
眉
間
毫
相
。

白
如
珂
月
。
歯
白
斉
密
。
常
有
光
明
。
唇
色
赤
好
。
如
頻
婆
果
。
爾
時
妙
荘
厳
王
。
讃
歎

佛
如
是
等
。
無
量
百
千
万
億
功
徳
已
。
於
如
来
前
。
一
心
合
掌
。
復
白
佛
言
。
世
尊
。
未

曽
有
也
。
如
来
之
法
。
具
足
成
就
。
不
可
思
議
。
微
妙
功
徳
。
教
戒
所
行
。
安
穏
快
善
。

我 


